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|実践ノー卜|

慶臆義塾大学体育実技履修希望者を対象とした

簡易体力測定『体力番付』に関する報告(その 2)

西村 刃*
JじA、 野口和行** 須田芳正料

山内 賢***

A Report Regarding Modified 

Our Original Physical Fitness Test “Tairyokubanduke" (11) 

Shinobu Nishimura1)， Kazuyuki Noguchi2)， Yoshimasa Suda2)， 

Ken YamauchP) 

The purpose of this study was to report the three-year record of modified our original physical fitness test 

“Tairyokubanzuke.円 Thetest consisted of (1) Grasping power test， (2) Standing long jump， and (3) Anaerobic power test. 

Over 600 college students (482 men: 18.9:::I::1.2 y/o， 126 women: 18.7土0.9y/o) who were interested in their own health 

related physical fitness participated in for last three years. The averages of all events were as follows: (1) Grasping power 

test: male 46.1 :::I::6.7kg， female 29.1士5.5kg;(2) Standing long jump: male 240.2土20.6cm，female 177.3士25.2cm;and (3) 

Anaero bic power test: male 18.1:::I:: 2.8w/kg， female 13.7士2.3w/kg.

キーワード:体力測定，健康関連体力，大学生

Key words : Physical Fitness Test， Health related Physical Fitness， College Students 
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平成17年度より西村ら (2006)は，本塾体育科目ガイ

ダンス期間中に体力に関する企画として自発的に参加で

きる簡易体力測定『体力番付』を実施してきた。イベン

ト的趣向を含む企画ではあったが，コンセプトは，“身

体を動かすことがいかに気持ちいいか，また記録に挑戦

することがいかに楽しいかを体験させ，それにより身体

を育む授業である体育科目に関心を持ってもらうこと

と，体育研究所内にあるトレーニングルーム開放を含め

た紹介を行い，塾生一人ひとりが健康になるために必要

不可欠な要因である運動の重要性を理解してもらうこ

と"であった。それにより，体育科目履修者の増加の一

役を担うことが出来ればと考えている。平成6年度より

本塾は，カリキュラム改訂が行われ，保健体育科目は選

択制となった。それに伴い，大学生活の中で運動を行う

機会が非常に少なくなっている傾向にある。さらに150

年事業の一環で体育運動施設の工事が昨年度より進めら

れている。結果として，授業コマ数の減少も余儀なくさ

れ，今年度の体育科目履修者ののべ数は7000名を下回っ

た。改めて大学における体育教育について授業数(量)

も大切ではあるが，授業内容(質)についても考え直す

時期を迎えている。

今年度で3年目を迎えた『体力番付』は，毎年5日間
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と限られた日数と時間帯であったにも関わらず，のべ

600名を越える塾生が参加したO いかに塾生達が体力に

関する高い意識を持っているかという表れを体感するこ

とができた。我々は，過去3年間の測定結果について時

系列的にまとめ，資料として報告を行う。

方法

対象者:平成17年度から平成19年度の本塾体育科目ガ

イダンスに参加した塾生のうち，自発的に『体力番付』

に参加を希望した塾生，平成17年度190名(男子134名:

18.7::t0.9歳，女子56名:18.6::t0.7歳)，平成18年度196名

(男子167名:19.0::t 1.4歳，女子29名:18.8::t0.9歳入平

成19年度222名(男子181名:18.9::tLO歳，女子41名:

18.7::tLO歳)(表 1)であった。

場所&期間:本塾日吉記念館フロアにて，平成17年度

から平成19年度の体育科目ガイダンス日程期間中に行っ

た。

測定種目&測定方法:~体力番付』では， 3種目の測

定を行った。まず 1つめは，握力である。竹井機器工業

株式会社製デジタル握力計グリップDを用い，直立の姿

勢で両足を左右に自然に聞き腕を自然に下げ，握力計が

衣服に触れないようにして力いっぱい握りしめるように

行い，左右2回ずつ行いよい方を記録した。

2つめは，立ち幅跳びである。両足を軽く聞いて，つ

ま先が踏み切り線の前端にそろうように立ち，同時に踏

み切って前方にとび 身体がフロアに触れた位置のう

ち，最も踏み切り線に近い位置と踏み切り線とを結ぶ距

離を測定し記録した。

3つめは， AnaeroDashである。測定するにあたり，

コンビ社製AnaeroDash2500を用い，静止状態から 4秒

間の全力ペダリングによる自転車こぎを行い，体重あた

りのパワーを評価値とした。

表1. IJ体力番付』参加者

年度
参加者数

(名)

男子 平成17年度 134 

平成18年度 167 

平成19年度 181 

女子 平成17年度 56 

平成18年度 29 

平成19年度 41 

結果&結語

過去3年間「体力番付』には，のべ608名におよぶ塾

生が参加し測定を行った。その測定結果は以下のとおり

である(表2)。

この『体力番付」は，自発的に参加する塾生達，少

なからず体力に興味があり運動を好むものがほとんど

である。よって，この結果が塾生全体の記録として述

べることは出来ないが，平成11年より実施されている文

部科学省新体力テスト(12~ 19歳対象)の項目別得点

表(表3)(西嶋ら2003) と近藤ら(1998)の作成した

AnaeroDashに関する評価基準表(表4)を参考にオリ

年齢 身長 体重

(才) (cm) (kg) 

18.7士0.9 記録なし 記録なし

19.0:::1::: 1.4 175.2:::1:::6.0 68.5:::1::: 17.3 

18.9:::1:::1.0 172.0:::1:::5.8 62.7:::1:::8.4 

18.6士0.7 記録なし 記録なし

18.8士0.9 160.1士5.7 52.0士6.8

18.7:::1::: 1.0 159.6:::1:::5.9 51.1士5.5
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(平均±標準偏差)

ジナルの評価基準(表5)を設定し，個別に評価を行っ

ている。これにより，塾生と一緒に一生涯自分の体と付

き合っていくためには，何が必要か?を考える機会を作

ることができた。これも大学体育を指導する教育の一つ

であると考える。今後もこの参加型イベントを継続し，

たかが体力測定ではあるが，健康という財産を安定させ

るために何が必要かを考えさせるきっかけ作りとしてい

きたい。それにより，生活習慣病やメタボリック症候群

などと呼ばれている疾病又は予備軍の問題などを解決す

るために取り組んでいける“健康維持・増進"能力を身

に付けさせることが出来ればと望む。



表2.[i'体力番付』測定記録

年度
握力 立ち幅跳び AnaeroDash 

Ckg) Ccm) CW/kg) 

男子 平成17年度 45.8:::l:::6.3 232.6土27.8 19.2士3.2

平成18年度 47.0:::l:::6.8 246.0:::l:::21.1 17.6:::l:::2.5 

平成19年度 45.4:::l:::6.9 240.3士20.3 17.7土2.7

(全体平均値 46.1:::l:::6.7 240.2土20.6 18.1士2.8) 

女子 平成17年度 28.2:::l:::4.4 171.6:::l:::23.4 13.8士2.6

平成18年度 28.6士6.3 181.5土18.1 13.6:::l:::2.3 

平成19年度 30.5:::l:::6.0 182.1:::l:::30.2 14.1:::l:::1.6 

(全体平均値 29.1 :::l:::5.5 177.3土25.2 13.7:::l:::2.3 ) 

(平均±標準偏差)

表3.握力と立ち幅跳びの結果に関する評価

(文部科学省新体力テスト (12，，-，19歳対象)の項目別得点表(西嶋2003)より)

得点

握力 (kg)

男子 女子

立ち幅跳び (cm)

男子 女子

叩

9

8

7

6

5

4

3

2

56~ 

51~55 

47~50 

43~46 

38~42 

33~37 

28~32 

23~27 

18~22 

~17 

36~ 

33~35 

30~32 

28~29 

25~27 

23~24 

20~22 

17~19 

14~16 

~13 

265~ 

254~264 

242~253 

230~241 

218~229 

203~217 

188~202 

170~187 

150~169 

~149 

210~ 

200~209 

190~199 

179~189 

168~178 

157~167 

145~156 

132~144 

118~ 131 

~1l7 

表4.AnaeroDashの結果に関する評価

(慶慮義塾大学健康関連体力テスト結果評価基準表(近藤ら1998)より)

2 3 4 5 

子

子
男

女

~13.9 

~ 9.0 

14.0~ 16.6 16.7~ 19.3 19.4~22.0 

9.1~ 1l .3 1l .4~13.5 13.6~15.8 

22.1~ 

15.9~ 

円

iつム

(w/kg) 



表5.[F体力番付』評価基準

種目 性別 つつつ BAD 

握力

(kg) 

立ち幅跳び

(cm) 

アネロダッシコ

(W/kg) 
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